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ＮＥＸＴ―ＦＣの挑戦
技
術
課
題
解
決
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を

　
近
年
、
ク
リ
ー
ン
で
高
効
率

な
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
燃
料

電
池
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
機
関
で
化
石
燃
料
を
大
量
に

燃
や
し
て
電
気
を
作
る
の
で
は

な
く
、
燃
料
を
燃
や
さ
ず
に
直

接
電
気
を
作
る
こ
と
で
、
電
気

を
作
る
際
の
無
駄
を
大
幅
に
減

ら
す
画
期
的
な
技
術
で
す
。
電

気
を
作
る
反
応
で
水
素
が
関
わ

り
ま
す
の
で
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
現

在
主
流
の
高
分
子
材
料
を
使
う

タ
イ
プ
の
燃
料
電
池
が
自
動
車

用
や
家
庭
用
で
広
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
発
電
の
効

率
を
上
げ
る
な
ど
次
の
世
代
の

燃
料
電
池
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
が
中
長
期
的
に
重
要
で

す
。

　
例
え
ば
固
体
酸
化
物
形
燃
料

電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

は
、
最
も

高
い
効
率
で
電
気
を
作
れ
る
タ

イ
プ
で
あ
り
、
昨
今
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
や
地
球
温
暖
化
問
題

の
抜
本
的
な
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
高
分
子
形
の
燃
料
電
池
に
お

い
て
も
現
在
の
技
術
課
題
を
解

決
で
き
る
革
新
的
な
材
料
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
次
世
代
型
の
燃
料
電
池
の
本

格
的
な
実
用
化
に
は
、
耐
久
性

や
信
頼
性
の
確
保
、
さ
ら
な
る

高
性
能
化
な
ど
が
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
課
題
を
い
ち
早
く
克
服
し
て

本
格
普
及
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で

の
シ
ー
ム
レ
ス
な
産
学
連
携
に

よ
る
研
究
開
発
体
制
の
構
築
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

経
済
産
業
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
立
地
支
援
事
業

「
技
術

の
橋
渡
し
拠
点
」
整
備
事
業

に
九
州
大
学
が
提
案
し
た
「
次

世
代
燃
料
電
池
産
学
連
携
研
究

施
設
」
が
２
０
１
１
年
６
月

日
付
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
こ
の
施
設
の
責
任
運
営
組

織
と
し
て

年
１
月
１
日
に
本

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

燃
料
電
池
を
核
に
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
実
現
に
向
け
て
、
材
料
調
製

か
ら
セ
ル
作
製
、
評
価
ま
で
の

一
連
の
研
究
を
行
え
る
体
制
の

も
と
、
多
様
な
燃
料
種
や
作
動

条
件
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

で
き
る
次
世
代
型
燃
料
電
池
の

実
用
化
と
本
格
普
及
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
業
務
用
・

産
業
用
や
発
電
事
業
用
と
し
て

も
期
待
さ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
つ

い
て
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術
開
発
機

構
等
の
支
援
を
受
け
、
企
業
セ

ル
の
長
時
間
・
被
毒
・
サ
イ
ク

ル
耐
久
性
評
価
、
高
分
解
能
顕

微
観
察
な
ど
に
よ
る
劣
化
解

析
、
耐
久
性
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構

築
な
ど
に
集
中
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
燃
料
電
池
開
発
に

携
わ
る
企
業
様
の
技
術
課
題
の

解
決
に
貢
献
で
き
る
、
大
学
の

特
長
を
生
か
し
た
産
学
連
携
に

先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
み
、
福

岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議

と
二
人
三
脚
で
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
が
目
指
す

「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
の
実
現
に
は
、
水
素

の
製
造
か
ら
輸
送
、
貯
蔵
、
利
用
ま
で
を
テ
ー
マ

に
し
た
研
究
開
発
が
欠
か
せ
な
い
。
同
会
議
の
一

翼
を
担
う
九
州
大
学
は
研
究
体
制
を
拡
充
し
て
い

る
。
一
方
、
２
０
１
５
年
に
市
販
が
始
ま
る
燃
料

電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

は
水
素
社
会
の
到
来
に
拍
車

を
か
け
そ
う
だ
。

次世代燃料電池産学連携研究センター

九
大
、
研
究
体
制
を
拡
充

産
学
連
携
の
拠
点
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設

燃料電池バスの試乗会

燃料電池車

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
を
後
押
し
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年
に
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
市
販
が
始
ま
り
、
普

及
が
ス
タ
ー
ト
す
る
Ｆ
Ｃ

Ｖ
。
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く

水
素
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
後
押

し
し
よ
う
と
政
府
が
動
く
。

福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

会
議
は
「
北
部
九
州
燃
料
電

池
自
動
車
普
及
促
進
構
想
」

に
基
づ
い
て
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
ホ
ン
ダ
が

年
の
一
般
発

売
を
目
指
し
て
お
り
、
価
格

は
１
０
０
０
万
円
を
切
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。
普
及
に

は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

よ
う
に
水
素
を
供
給
す
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
が

欠
か
せ
な
い
。
日
本
は

年

ま
で
に
１
０
０
カ
所
を
整
備

す
る
計
画
。
政
府
は
普
及
を

加
速
さ
せ
る
た
め
関
連
規
制

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
計
や
設
置
の
規
制
を
対

象
に
検
討
が
進
む
。

　
戦
略
会
議
や
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
試
乗
会

や
走
行
実
証
を
行
っ
て
普
及

に
取
り
組
む
。

年
１
月
、

福
岡
市
の
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福

岡
で
開
か
れ
た
「
福
岡
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
」
で
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
コ
ン
セ
プ

ト
カ
ー
が
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
戦
略
会
議
が
運
転
試
乗

会
や
燃
料
電
池

Ｆ
Ｃ

バ

ス
試
乗
会
を
実
施
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
専
門
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
魅
力
を
伝
え
る
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
は
別

に
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

福

岡
県
宮
若
市

は
１
月
、
Ｆ

Ｃ
バ
ス
を
、
福
岡
市
内
の
営

業
バ
ス
と
福
岡
―
熊
本
間
の

高
速
バ
ス
に
使
っ
て
実
証
し

た
。
安
全
性
を
確
保
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
走
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
効
果
や
事
業
性
、

採
算
性
を
調
査
。
地
域
づ
く

り
へ
の
貢
献
や
交
通
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
実
用
性
を
検
証

し
た
。

　
福
岡
県
は

年
度
、
新
た

な
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
と
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
一
体
的

に
進
め
る
。
地
域
経
済
界
を

中
心
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
を

支
援
す
る
組
織
「
ふ
く
お
か

Ｆ
Ｃ
Ｖ
ク
ラ
ブ

仮
称

」

を
発
足
。
官
民
一
体
で
率
先

し
て
導
入
を
促
す
と
と
も
に

試
乗
会
を
開
催
す
る
。
ま
た

走
行
距
離
が
長
く
Ｐ
Ｒ
効
果

が
期
待
で
き
る
タ
ク
シ
ー
へ

の
導
入
を
進
め
る
た
め
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
購

入
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
て
は
整
備
費
を
助
成
。
グ

リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総

合
特
区
の
税
制
支
援
措
置
な

ど
を
活
用
し
、
事
業
者
の
負

担
を
軽
減
し
整
備
の
促
進
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
九
州
大
学
は

年
６
月
、

次
世
代
燃
料
電
池
産
学
連
携

研
究
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

―
Ｆ
Ｃ

の
研
究
施
設
を
伊

都
キ
ャ
ン
パ
ス

福
岡
市
西

区

に
開
所
し
た
。
固
体
酸

化
物
形
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ

な
ど
次
世
代
燃
料
電
池

の
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま

で
を
促
進
す
る
の
が
目
的
。

電
気
化
学
、
材
料
化
学
、
熱

工
学
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
電
池
開
発
に
必
要
な
研

究
者
を
そ
ろ
え
、
耐
久
性
や

信
頼
性
の
確
保
の
ほ
か
高
性

能
化
に
取
り
組
む
。

　
施
設
は
地
上
４
階
、
延
べ

床
面
積
３
４
２
０
平
方

。

企
業
専
用
の
研
究
員
室
、
実

験
室
、
実
験
準
備
室
を
確

保
。
企
業
が
入
居
す
る
フ
ロ

ア
の
研
究
員
室
や
実
験
室
は

入
退
室
管
理
な
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
厳
重
に
し
て
い

る
。
球
面
収
差
補
正
機
能
付

き
走
査
透
過
電
子
顕
微
鏡
や

集
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加
工
・

走
査
電
子
顕
微
鏡
観
察
装
置

な
ど
を
導
入
し
た
。
総
事
業

費
は

億
６
４
０
０
万
円
。

　
九
大
の
水
素
関
連
に
は
、

こ
の
ほ
か
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
際
研
究
所

ア
イ

ス
ナ
ー

、
水
素
材
料
先
端

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｙ

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

が

あ
る
。

　
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
や
社
会
受
容
性
向
上
な
ど

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
を
包

括
す
る
研
究
教
育
を
推
進
。

ア
イ
ス
ナ
ー
は
水
素
の
製
造

か
ら
貯
蔵
、
利
用
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　
水
素
材
料
先
端
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
は
水
素
材
料
の
世

界
的
な
研
究
開
発
拠
点
。
九

大
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所

が
連
携
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
支
援
を
受

け
て

年
に
発
足
し
た
。
高

圧
水
素
実
験
と
分
析
の
施
設

を
持
ち
、
素
材
の
加
工
か
ら

分
析
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け

る
。

年
度
ま
で
に

億
円

の
規
模
で
研
究
開
発
を
実

施
。
特
に
水
素
に
よ
る
材
料

の
脆
化
に
関
し
て
、
基
本
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
対
応
す

る
熱
処
理
技
術
の
開
発
に
成

果
を
上
げ
た
。
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
燃
料
電
池
の
設
計

に
必
要
な
高
圧
水
素
の
物
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
。
開

発
や
標
準
化
へ
の
支
援
に
貢

献
し
て
い
る
。
現
在
は
、
九

州
大
学
に
移
管
さ
れ
て
第
２

フ
ェ
ー
ズ
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。


